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江

戸

時
代
に

お

け

る

白

話
小

説
の

読
ま

れ

方
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図
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は

じ

め

に

　

江

戸
時
代
、

多
く
の

白

話
小

説
が

中
国
か

ら

も
た

ら

さ

れ
た

。

『

水

滸
伝
』

の

日

本
で

の

流
行
は

周

知
の

と

こ

ろ

で

あ

る
が

、

従

来
あ
ま

り

取
り
上

げ
ら

れ

る

こ

と

の

な

か
っ

た

『

金
瓶

梅
』

も
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ル
ニビ

十
七

世

紀
中
頃
に

は

伝
来
し

て

い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

『

金
瓶

梅
』

は

そ
の

後
も
た

び

た

び

舶

載
書
目
に

名

前
が

確

認

さ

れ
、

寛

延
四

年
（

一

七

五
一
）

に

は

十
一

部
も
輸
入
さ
れ

て
い

乱
哩

十
八

世
紀

中

頃
に

な
る

と
、

石

崎
又

造
氏
に

よ
っ

て

　
斯
く

て

是
等
俗
文

学

者

達
に

よ
っ

て

俗
語

小

説
は

次

第
に

解
読
せ

ら

れ
、

普
及
せ

ら

れ

て

行
っ

た
。

そ
こ

で

『

水
滸
伝
』

の

語
釈
物

も
既
述
の

外
多
数
無

名
氏

の

手
に

な
っ

て

い

る
。

…

…

前
後
未

曾
有
と
い

ふ

可

く

以

て

小
説

流

行
の

→

斑

を

窺
う
に

足

る

で

あ
ら

う
。

此

外
俗
語
小

説
向

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヨリ

の

字
書
や
一

般

俗
字
書
は

枚
挙

に

遑
な
い

」

と

指
摘
さ
れ

る

よ

う

に
、

白

話
小
説
ブ

ー
ム

が

到
来
す

る
。

こ

の

時
期
に

は
、

岡
白
駒

の

『

水

滸
全

伝
訳

解
』

（

一

七

二

七

年
昆

斎
写
）

、

陶
由
南
涛
『

忠

義
水

滸
伝

解
』

（

一

七

五

七

年
刊
）

、

鳥
山

輔

昌
「、

忠

義
水
滸
伝
抄

訳
』

（

．

七

八

四

年

刊
）

と
い

っ

た

『

水

滸

伝
」

関

係
の

語

釈
集
や
、

一

鯤
北

溟
の

『

小

説

抱
璞
集
』

2
七

四
七

年

刊
）

、

秋
水
園
主

人

『

小

説
字
彙
』

（
一

七

九
一

年
刊
）

な
ど

白
話
辞

書
と

も
い

う
べ

き

書
物
が

多
く

編
ま

れ

て

い

る
。

江
戸

や

京

阪

で

は

白
話
小
説

を

は

じ

め

と

す

る

中

国
俗

文

学
の

講
読
会
も

盛
ん

に

行
わ
れ

て

い

た

よ

う

で

あ

る
。

　
で

は

彼
ら

は

い
っ

た

い

白
話

小

説
を
ど

の

よ

う
に

読
ん

だ

の

だ

ろ

う
か

。

現
在
我
々

が
目

に

し

う
る

も
の

　

　
上

述
し

た

辞

書
類

や

刊

行
さ

れ

た

翻
訳

書
な

ど
−

旨
は

、

そ
の

ほ

と

ん

ど

が

い

わ

ば

「

完
成
形
」

と

も
言
う
べ

き

も
の

で

あ
っ

て
、

そ
こ

に

至

る

ま

で

の

過

程、

つ

ま

り

具
体
的
な
解
読
の

様
子
、

方

法
を
知

り

う

る

資

料
は

そ

う

多
く
は

な

い
。

　
そ

う
し

た

江
戸
時
代
（

と
り

わ

け

後

期
）

に

お

け

る

自

話

小

説

の

「

読
ま

れ

方
」

を

窺
わ

せ

る

資

料
が

あ

る
、

鹿
児
島
大
学
付
属

図

書
館
玉

里

文

庫
所

蔵
の

一

金

瓶
梅

　
と

題
さ
れ
る

抄
本
が

そ

れ

で

あ

る

（

以

ド
、

「

玉

里

本
」

と

略
称
す

る
）

。

「

金

瓶

梅
』

（

張
竹

　

　
　

　
ユ

坡
批

評
本
）

全

文

が

抄
写

さ
れ

、

そ
こ

に

訓

点
、

和
訳、

注
が

施
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さ

れ
た

も
の

で
、

文
政
卜

年
（
一

八

二

七
）

か

ら

天

保
三

年
（
一

八
三

二
）

に
か

け

て

作
成
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

現

在
の

と
こ

ろ
、

こ

れ

が

江
戸

時

代
の

も
の

と

し

て

は

唯
一

の
、

そ

し

て

現
存
す
る

最

古
の

『

金
瓶

梅
』

の

邦

訳
と

い

う

こ

と

に

な

る
。

余
白

に

記
さ

れ
る

様
々

な
注
、

作
成
者
の

落
書
き

と

も

思
え

る

書
き

入

れ

な
ど

か

ら
は

、

こ

の

玉

里

本
が
決

し

て

そ
の

ま

ま
世
に

出
さ
れ

る

こ

と

を

意
図
し

て

作
ら

れ
た

も
の
、

つ

ま

り

「

完

成
形
」

に

あ

た

る

も

の

で

は

な
く

、

『

金
瓶

梅
』

を

読
ん

だ

際
の

ノ

ー
ト
、

言
っ

て

み

れ

ば

未
整
理

の

状
態
の

も
の

だ

と

い

う
こ

と

が
わ
か

る
。

さ

ら

に

こ

の

モ

里

本

は
、

（

後
述

す
る
が
）

『

金
瓶

梅
』

講

読
会
の

記

録

と
い

う
側

面
も
持
っ

て

い

る
。

未

整

理

の

講
義
ノ

ー

ト
で

あ

る

が

ゆ
え

に
、

注
の

付
け

ら

れ

方
、

解
釈

の

揺
れ

、

興
味
の

対
象
な

ど
、

玉

里

本
か

ら

は
、

作
成
者
お
よ

び

そ

の

周
囲
の

人
々

が

『

金

瓶
梅
』

　
　

　

　
　
ヘ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ム

を
ど

の

よ

う
に

読
ん

で

い

っ

た

の

カ

が

浮
か

び
上

が
っ

て

く

る

の

で

あ

る
。

　
上

里

本
に

つ

い

て

最
初
に

ま

と

ま

っ

た

報
告
を

行
っ

た

の

は

徳

田

武
「

遠
山

荷
塘
と

『

金

瓶

梅
』

」

（

『

［

［

木
近

世

小

説

と

中

国
小

説
』

青

裳
堂

書
店
】

九
八

七
）

で

あ
り、

そ

の

後
、

井
上

泰
山
一

高

階
正

巽

訳
『

金
瓶

梅
』

覚
書
」

（
，

中

国
俗

文

学
研
究
」

11
、

．

九

九一．
一

・

「

中
国
近
世
戯
曲
小

説
論

集
』

関
西

大

学
出

版
部．
一

〇

〇

四
）

で

も
玉

里

本

に

つ

い

て

の

紹
介
が

な

さ
れ

て
い

る
。

前
者
は

『

金

瓶
梅
』

読
書
会
の

中

心

入
物
と

日

さ
れ

る

遠
山

荷
塘
に

関
す

る

考
察
に

主

眼
が

置
か

れ

た

も

の

で
、

後
者
は

「

覚

書
一

と

あ

る

よ

う
に
、

玉

里

本
全

体
に

関

す

る

紹

介
と

初

歩
的
考

察
が

行

わ

れ

た

も
の

で

あ

る．、

両
者
と

も
玉

里

本
の

書
き
込
み

の

一

部
を

任
意

に

取
り
上

げ、

読
書
会
の

様
子

に

言

及
し

て

は

い

る

も
の

の
、

『

金

瓶
梅
』

が

ど

う
読
ま

れ
た

か
、

と
い

う

視
点
で
の

貝

体

的
、

系
統

的
考
察
が

行
わ

れ

た

も
の

で

は

な
い
。

　

そ

こ

で

本

稿
で

は
、

江
戸

時

代

後

期
に

お

け

る

コ

金

瓶
梅
』

の

読
ま

れ

方
、

ひ

い

て

は

白

話

小

説
の

読
ま

れ

方
が

ど
の

よ

う
で

あ

っ

た

の

か

を
明
ら
か

に

す
べ

く
、

玉

里

木
に

考
察
を

加
え

た
い

。

玉

里

本

に
つ

い

て

ゆ
ちぬ
　
や

嬉．

ヒ
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ド
　

ヒ
ぐ
　
に

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ひゑ
　

　

　
　

　

ド

　
　

　ァ

鵡
細

鋸

　

犠
晒

歌
舞
人

勢
測

　
鵜

鳥

婆

　

　燭
、

　
　
　

ノ

る
ヴ

終

曝

　
藪

礦

捲
ー
雪

畧
夕

璽
・
彰

，

練…

撫

野

　

美
弊
入

瓣

外

彎

黶
覊

雛
・

蜘
・

蹄

濕
覇

懸
木

靉
晦

購
糴
凝

ト
　
　
ン

　

　
　
　

チ

　

　
　
　
ノ

　

　
　
　
エ

　
タ

ノ
わ

ミ

　
　
　
　
　

　
　
ノ

　
も

　
ら

キ

御
、

藷

遵
い

薦
請

是
欝
穿
内

磁
潮
暗
い一
・

酵

驚

譱
λ

黌
鳶
議
躍
諜

醐

韃
轟
灘
騰
鹸
韓

鰹
網

擦
醗
孳
該

紳

辮
撲
靉
灘
懸
鑼
隅

議

第
一

回
】

葉
ウ
ラ
（

上

半
部
）

60
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ま

ず

最
初
に
、

玉

里

本
に
つ

い

て

確
認

し

て

お

き
た

い
。

玉

里

本
の

全

体
像
に

関
し

て

は
、

す
で

に

徳
田

武

氏

に
よ
っ

て

詳
細
な

報
告
が

行
わ
れ

て

い

る
。

そ

こ

で
、

こ

こ

で

は

そ

れ
を

参
照
し

な

が

ら
整
理

す
る
こ

と

と

す
る

。

〈

1
＞

『

金

瓶
梅
』

（

張
竹

坡
批
評
本
）

全

百

回
の

本
文

（

部
分
的

に

張
竹

坡
の

批
評

が

引
か

れ

る
）

が

書
き

写

さ

れ
、

そ
こ

に

句

読
、

訓
点
が

施
さ

れ

る
。

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

左

右
に

和
訳
が

付
け

ら

れ
、

上

欄
お
よ

び

余
白
に

は

様
々

な

書
き

込

み
が

見
ら

れ

る
。

徳
田
氏

に

よ

る

と

「

す
べ

て
一

筆
亀

と

の

こ

と
。

筆
者
も

ひ

と

ま

ず
同
意
す
る．、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
た
か

し

な
ま

さハぜ
ね

〈

2
＞

筆
写

を

行
っ

た

の

は

高
砦
正

巽
。

字
は

子
止

、

号

は

鉛
汞

軒
、

俗

号
は

原

田

〔

頗
羅
堕
）

端

太

夫。

江
戸
の

麻

布
長
坂

に

生

ま

れ
、

玉

里

本
作
成
当

時

は

青
山
の

穏
田
に

住
ん

で

い

た

と

思

し
い

。

文
政
十
年
の

時
点

で

二

十
二

歳
。

〈

3
＞

回

末
の

日

付

か

ら
、

玉

里

本
の

作
成
時
期
は
、

文

政

十

年

　
（
一

八

二

七
）

か

ら

天

保「、
【

年

（

一

八

三

二
）

に

か

け

て

の

こ

と

だ

と

わ

か

る
。

お

お

よ

そ

回
の

早
い

も
の

か

ら
作
ら

れ

て

い

る

よ

う
だ

が
、

必

ず

し

も

厳

密
で

は

な
く

、

目

付

が

あ

る

回

の

中
で

最
も

早
い

も
の

が

第
五

卜

回

（

文
政
十

年
九

月
）
、

最
も
遅

い

も
の

が

第
九

十
五

回
（

天

保
三

年
四

月
）

で

あ

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ワ

タ
シ

　

　ニ
　

　

ヲ

　

ク

レ

コ

〈

4
＞

「

圭
上

人
臼
、

蓬
ハ

ワ

タ
ス

コ

ト

ナ

リ
。

蓬

我
主

児

来

　
（

第
五

回
ど

と
い

っ

た

書
き
入

れ
が

見
ら

れ

る
ひ

ど
か

ら
塙

玉

里

本

に

は

『

金
瓶
梅
』

読
書
会
が

開
か

れ

た

折
の
、

「

圭
上

人」

す

な

わ

ち

遠
山

荷
塘
の

語

釈
や
見

解
が

記

さ

れ
て

い

る

よ

う

で

　
　

　

　

　
　

　
コ
　
ノ

ニ

ジ

ヘドド
ク

が

ア

ィ

　

カ

ヨ

ウ

ケ

ノ

ン
ヤ

ウ
ニ
ン

　

ク

ト

ウ

あ

る
。

ま

た
、

「

這

同
二

十
九

回
ハ

荷

塘
圭
上

人
ノ

句
讀
ナ

リ
、

サ

お

レ

　

ナ
ゆ

サ

リ

ミ

　

　

　

　

コ

別

等

閑
看
ル

コ

ト

罷
（

第
二

十

九

回
）

」

や
「
コ

レ

ハ

鉛
汞
ノ

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

訳
ナ

リ
、

本
文
ノ

ト

ホ

リ
ハ

一

圭

の

点
ナ

リ

（

第
三

十
五

回
）

」

と

い

っ

た

書
き

入

れ
が

あ

る

こ

と

か

ら
、

徳
田

氏

は
、

全

体
の

施
訓
も

荷
塘
の

も
の

で

あ

る

可

能
性
が

高
い

と

さ

れ
る

。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
タ
カ

ン

ナ

マ

ザ

ノ

ネ

ス

〈

5
＞

「

荷
塘
一

圭
門
人

鉛
汞

陳
人
高
階
正

巽

訳
（

第．
一

十
六

回
ご

　
　

　

　

　
　

デ

　

シ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ス

　
「

荷

塘
圭

」

人

門

葉
　

鉛
汞

陳
人
正

巽

訳
（

第
三

十

三

回
）
」

と

い
っ

た

記

述
か

ら、

高

階
正

巽
が

遠
山
荷
塘
の

弟

子

で

あ
っ

た

ら

し

き
こ

と

が

わ

か

る
。

徳
田
氏

は
、

玉

甲

本

は

師

で

あ
る

遠

山
荷

塘
の

訓
法
に

基
づ

い

て
、

弟
子

の

正

巽

が

施

訓

を

行
っ

た

も
の

と

の

見

解
を

示

さ

れ

る
。

〈

6
＞

白
話
小

説
を

解
読
す

る

際
に

も
、

和
漢
の

硬

軟

雅

俗

に

わ

た

る

文

献
に

用

例

を

求
め
、

そ

れ

に

基
い

て

語

釈
す

る

と
い

う

学
問
的
な
方

法
が

取
ら

れ

て
い

た

こ

と
が

窺
え

る
。

　

以
上
、

モ

里

本
は
、

遠
山
荷
塘
と
い

う
人

物
を

中
心

と

し

た

読

書
会
の

様

子

を
、

弟
子
の

高
階
正

巽
が

記

録
し

た

も
の
、

と
い

う

こ

と

に

な
る．．

遠
山

荷
塘
の

関

与

に
つ

い

て
、

中
で

も
玉

里

本
に

た

び

た

び

引
か

れ

る
一

「

記

諺罰
」

と

い

う

語

釈
集
ら

し

き

も
の

が
、

遠
山
荷
塘
の

著
作
と

さ

れ

る

白
話

辞
書
［

．

胡
言

漢
語
』

の

前
身
で

あ

ろ

う
と

の

指

摘
を

さ

れ

た

こ

と

は
、

徳
閏
氏
の

大

き

な

功
績
と

い

え

よ

う
。

こ

こ

で

遠
山
荷
塘
に

つ

い

て

確
認
し

て

お

き
た
い ．
吃

遠
山

荷
塘

（

号
は
一

圭
、

＝
渓

、

荷
塘
道

人
）

、

陸

奥
の

人
。

十
七

歳
で

出
家

し
、

二

十
二

歳
の

頃
か

ら

諸

国
を

遊
歴

、

．
一

十
＝
．

歳
の

こ

ろ

豊

後
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日

田
の

広

瀬
淡
窓
の

塾
に

入

る
。

そ

の

後
二

十
七

歳
か

ら．
二

十

歳

ま

で
の

約

三

年
、

長
崎
に

留
学

。

留

学
後

、

筑

前
の

亀
井
昭
陽
宅

に

三

ヶ

月

あ

ま

り

滞
在
し

た

後
、

一

旦

淡

窓
の

元

に

寄
り

、

約

半

年
諸
国

を

遊
歴
し
つ

つ

江
戸

に

至

る
。

江

戸

に

着
い

た

翌

年
に

は

朝
川
善
庵、

大

窪
天

民、

宮
澤
雲
山

ら
に

招
か

れ
、

『

西

廂
記
』

耐

琵

琶

記
』

の

講
義
を

行

う
。

ま

た
、

大
窪
詩

佛
の

家
で

、

朝
川

善
庵
、

菊
池
五

山
、

館
柳
湾

、

大

沼

竹
渓

、

清
水
礫
洲

ら
を

前

に

『

水

滸

伝
』

の

講

義
も
行
っ

て

い

る
。

天

保
二

年
七

月
一

日
、

三

十
七

歳

で

病
没

。

『

諺

解
校
注

古
本

西
廂

記
』

『

胡
言
漢

語
』

『

訳

解
笑

林

広

記
』

『

月

琴
考
』

な
ど

を

著
し

た

と

さ
れ
る．、

　
玉

里

本
に

は
、

そ
の

他
、

『

嬉
遊
笑
覧
』

『

錫
庭

雑
考
』

の

著
者

と

し

て

も
知

ら

れ

る

国
学

者
・

喜

多
村
笥

庭
の

コ

メ

ン

ト

も

散
見

さ
れ

る
。

少

な
く

と

も
、

遠
山
荷
塘

、

喜

多
村

箔
庭
、

高

階
正

巽

が

席
を

同

じ

く

し

て

『

金
瓶

梅
』

を

読
ん

で
い

た

こ

と

は

間
違
い

な

い

だ

ろ

う
。

　
た

だ

し
、

玉

里

本

全

体
が

読
書
会
の

記

録
だ

と

は

考
え
が

た

い
。

玉

里

本
各

回

の

回
末
に

は
、

ほ

ぼ
全

回
に

わ
た
っ

て

高

階
正

巽
の

署
名
が

見
ら

れ

る

が
、

そ
の

中
で

目

付
が

入

れ

ら

れ

て
い

る

も
の

が
、

全

百
回
中

、

四

十
七

回

分、

こ

れ

ら

四

十
七

回

分
だ

け

を
日

付

の

順

に

並

び

替
え

て

み

る

と
、

書
か

れ

た

時

期
に

よ
っ

て
、

大

ま

か

で

は

あ

る

が
、

署
名
に

あ
る
一

定
の

傾
向

が

見

ら

れ

る

こ

と

が

わ

か

る
。

ま

た

筆
跡
や

体
裁
も
、

書
か

れ
た

時

期
に

よ
っ

て

異

な
る

特
徴
を

示

し

て

い

る

よ

う
に

思

わ
れ

る
．．

こ

う
し

た

様
々

な

要

素
を

総
台
的
に

考
え

た

上

で
、

日

付
の

な
い

回
を

暫
定

的
に

組

み

込
ん

で

み

る

と

【

表
1

】

の

よ

う
に

な

る
。

こ

れ

ら
の

中
で
、

遠
山

荷
塘
の

発

言

が

記

さ
れ

て

い

る

回
、

も
し

く
は

遠
山

荷
塘
へ

の

言

及

が

見
ら
れ

る

回

を
確

認
し

て

み

る

と
、

そ
れ

が

文

政
十
　

〜

十
二

年

頃
に

書
か

れ

た

と

思
わ

れ
る

回
に

集
中
し

て

い

る
こ

と

が

わ

か

る〔
唯

そ

も

そ

も

遠
山

荷
塘
は、

文

政
八

年
（

一

八

二

五
）

に

江

戸

に

上

り
、

天

保

二

年
（

一

八

三
一
）

七

月
一

日

に

は

没

し

て

い

る．、

そ

う
し

た

こ

と

を

考
え

あ

わ
せ

て

も
、

遠
山
荷
塘
の

関

与
は

文

政

十
　

〜

卜
二

年
頃

に

限

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る
。

ま

た
、

同

席
し

て

い

た

と

思
し

き

喜
多
村
箔
庭
の

発
言

も
や

は

り

同

時
期

の

も
の

と

思

わ

れ

る

同

に

限

定
さ

れ

る
。

そ

う

考
え

る
と
、

遠
山

荷
塘
の

関

与

の

み

な
ら

ず、

読
書
会
の

開

催

自
体
が

文

政

十
一

〜

十
二

年

頃
の

こ

と

だ

と

推
測

で

き

よ

う
。

こ

の

こ

と

は
、

第
六

十

二

回

（

文

政

十
二

年
八

月

十
一

口
）

と

第
六

十
三

回

（

天

保．
一

年

六

月

四

日
）

の

問
に

約
二

年
の

ブ

ラ
ン

ク

が

あ

る
こ

と

と

も

関

係

し

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　
つ

ま

り
玉

里

本
は
、

「

文

政
十
一

年
〜

卜
二

年
頃
に

書
か

れ
た

と

思

わ

れ

る

回
」

と
、

「

そ

れ

以
降
に

書
か

れ
た

と

思
わ

れ

る

回
一

と

に

分
け

て

考
え

る

必

要

が
あ

る
だ

ろ

う
。

読
書
会
の

記
録
と
い

う

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ヲマ

側
面
を

持
つ

の

は
、

前
者
と

い

う
こ

と

に
な

る
。

　

そ
こ

で

以

下
、

「

文

政
ト
…

年
〜
」

「

二

年
頃
に

書
か

れ
た

と

思

わ

れ

る

回
」

を

中
心

に

分
析
を

加
え
、

遠
山

荷
塘

、

高
階
正

巽

お

よ

び

読

書
会
メ

ン

バ

ー
が

ど
の

よ

う
に

『

金

瓶
梅
」

を

読
ん

で

い

っ

た
の

か
、

具
体
的
に

考
え

て

み
た
い

。

　

　
二

　
『

金
瓶
梅
』

は

ど

う
読

ま

れ
た

か

下

里

本
に

は
、

上

欄、

余

白
に

様
々

な

書
き

込

み
が

見

ら
れ
る

。
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書
き

込

み

を
行
っ

た
の

は

高
階
正

巽
と

思

わ

れ

る

が
、

そ

れ

が

果

た

し

て

誰
の

見
解
で

あ
る
の

か
、

必
ず
し

も

す
べ

て

が

特
定
で

き

る

わ

け

で

は

な
い
．．

ま

た
、

本
文
の

施

訓
に

関

し

て

も
、

誰

に

よ

る

も
の

か

は

に

わ

か

に

定
め

が
た
い

。

し

か

し

，

文

政
十
一

年
〜

十
一
．

年

頃
に

書
か

れ

た

と

思
わ

れ
る

回
」

に

関
し

て

は
、

直

接
的

で

あ

れ、

問
接
的
で

あ

れ
、

、

読
書
会
で
の

『

金
瓶
梅
』

の

読
ま

れ

方
」

を

反
映
し

て

い

る

も
の

と

見
る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

そ
こ

で

こ

こ

で

は
、

発

言
や

施
訓
の

主
体
に
つ

い

て

は

特

に

こ

だ

わ

る

こ

と

な

く
、

読
書
会

全

体
で

の

『

金
瓶

梅
』

の

読
ま

れ

方

を

示

し
た

も
の

と

し

て

処

理

し

た
い

。

　

以

下
、

「

文

政
十
一

年
〜
十
二

年
頃
に

書
か

れ

た
と

思
わ

れ
る

回
」

の

も
の

を

中
心

と

し

て
、

「

（

一
）

発

音
」

「

（一
．

）

語
釈
‘

「
（
＝

、
）

解
釈
」

に

分
け

て
、

分

析
を

進

め

た
い

。

　

（

一
）

発

音

下

里

本

に

は
、

た

び

た

び

中
国
語
の

発

音
が

示
さ

れ

る
。

第
一

回
　
二

十
四

葉
オ
モ

テ

　
コ

ウ

ポ

ツ

エ

サ

ス

セ
の

ウ
ジ

ノ
パ

ア

リ
ギ

の
ウ

　

可
不
折
殺

小

人

罷

了
．．

第
一

回

　
三

十
二

葉
ウ
ラ

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

パ

ン

イ

ユ
　り

　

搬
音
般
、

唐
音
パ

ン

ナ

リ
．

搬

運
。

第
二

回
　
六

葉
ウ
ラ

　
ピ

ン
ウ

　

　
ピ

　ノ
ウ

　

　

　

ピ

シ

ウ
ン

マ

ノ

　
匹

手
與
膀
于

通

　
劈
手

槍

　

　
　

　

　
　

　

　
ヒ
ツ」
γ

ク

ル

第
七

十
九

回

　一
一

十

葉
ウ
ラ

　
ン

ア

　

操

　
ツ

ケ
ル

、

ヌ

ル
。

華
音
ッ

ア
、

漢
音
サ

。

こ

の

よ

う

な

カ

タ

カ

ナ

に

よ

る

中
国
語
音
の

表
示

は、

江
戸
時

代

に

作
ら

れ

た

他
の

白

話
辞
書
な
ど
に

も
よ

く

見

ら

れ

る

も
の

で
、

決

し

て

め

ず

ら

し

い

こ

と

で

は

な
い

．

こ

の

こ

と

は
、

白
話
小

説

の

流
行
が
、

唐
話
（

当
時

の

現
僑
中
国

語
）

の

学
習
と

密
接
な

関

係
に

あ
っ

た

こ

と

を

窺
わ

せ

る

も
の

で

あ

る
。

　

そ

も

そ

も

白
話
小

説

は

唐
話
の

テ

キ
ス

ト

と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

た．．

江

戸

時

代
に

は
、

文

人

た

ち
の

聞

で

唐

話
の

学
習
が

広

く

行
わ

れ

て

い

た

が
、

そ
の

発

端
と

も

な
っ

た
の

が
、

荻
生
徂
徠
（

一

六

六

六

〜
「

七

二

八
）

に

よ

る

「

唐
話
学

習
の

ス

ス

メ
」

だ

と

考

え

ら

れ

る
。

　

…

予

嘗
為

蒙
生

定

学
閾
之

法
。

先

為

崎
陽
之

学
、

教
以

　

　
　

　

　
ニ

　
　
　

　
　　
　

　

ニ

　
　

　

　
　
　

　

　
　　
　

　

　
　
　
　

コ
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

ニ

俗

語
、

誦

以

華
音
、

訳
以

此
方
狸
語

。

絶
不

作

和
訓
廻

環

　

　　
　
　
　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

ド
　
　
　

　

　
　
　

ニ

　
　
　
　

　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　

　

レ

　
　

ニ

之

読
。

　

…

予

嘗
て

蒙
生

の

た

め

に

学
問
の

法

を

定

む
。

先
づ

崎
陽
の

学

　
「
筆
者
注

…

長

崎
の

学

問、

つ

ま

り

唐

話
を

学
ぶ

こ

と
］

を

為
し

、

教

ふ

る

　

に

俗

語
を

以

て

し
、

誦

す
る

に

華
音

を

以

て

し
、

訳
す

る

に

此

　
の

方
の

俚

語
を
以

て

し
、

絶
し

て

和

訓

廻

環
の

読
を

作
さ

ず
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ない

　

（
『

訳
文

筌

蹄
』

訳
筌

初
編
題

言
卜

則
）

古

典

を

正

し

く

理

解
す
る

に

は
、

訓
読

で

は

な

く
、

中

国
語

音
に
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て

直

読
す
べ

き

で

あ

る
、

と

主

張
す

る

徂
徠
は

、

自
ら
の

学
塾
に
、

長

崎
唐
通

事
出
身
で

後

に

江
戸
時
代
を

代
表
す

る

唐
話
研
究

者
と

な
る

岡

島
冠
山
（
一

六

七

四
〜
一

七
二

八
）

を

講

師
と
し

て

招
き

、

自
身

も
冠
山
の

指
導
の

も

と

唐
話
を

学
ん

だ
。

こ

う
し

た

日

本
人

学

習
者

の

た

め

に
、

冠

山

は

多
く
の

唐
話
の

テ

キ
ス

ト

を

編
纂
す

　　
きり

る
。

　
『

水
滸
伝
』

の

和

刻
本
と

し

て

は

我
が

国
初
と

な
る

『

忠
義

水
滸
伝
」

（

初
集
五

冊
は

享

保
三

年

刊
）

の

訓

点
者
も
冠
山
だ

と

さ

れ
る

が
、

こ

れ

も
そ

う

し

た

唐
話
テ

キ

ス

ト

編
纂
の
一

環
と

し

て

と

ら

え

る
こ

と
が

可

能
で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

　

唐
話
学

習
に

お

け

る

白
話

小

説
の

有
用

性

は
、

た

び

た

び

指
摘

さ
れ
る

と

こ

ろ
で

も
あ
る．、

た

と

え
ば

、

長
崎
で

中
国
語
を
学
び
、

の

ち

対

馬

潘
に

て

朝

鮮
通

事
と

し

て

活

躍
し

た

雨
森

芳
州

（
｝

六

六

八

〜
「

七

五

五
）

は
、

　

　

　
　
　

　
ヲ

　

　

　

　
　
　

　

　

　
ヲ

　
　

ナ

ラ

ノ

　

　

　
　
　

　

　

ナ
リ

或
日

、

学

唐
話

須

読

小

説

可

　
乎

。

日

可
也

。

　

　

　
　
ニ

　
　
　

　へ
　

　

ぎ
　

　
ニ

　
　
　

　　

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
も

ち

　

或
ひ

と

曰

く
、

唐

話
を

学
ぶ

に

小

説
を

読
む

を
須
ふ

る

は

可
な

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
− o）

　

ら
ん

か

と
。

曰

く
、

可
な
り

。

（
『

橘
窓
茶
話
』

巻

之

上
）

と

指
摘、

ま

た

江

戸

中

期
の

文

人

画
家
で

、

長
崎
に

遊
学
し

て

中

国
語

を
学

ん

だ

柳

沢

洪
園
（

【

七

〇

四

〜
．

七

五

八
）

も
、

象
胥
［
筆
者
注

…

通

訳
の

こ

と
］

学
び

た

く

思

ふ

な

ら
ば
、

水
滸

伝
・

西

遊
記
・

通

俗
三

国
志
な
ど

を

唐
よ

み

に

学
ぶ
べ

し．、

（

柳
沢

淇

園

　
　

　
　
　

　
ハ
ドレ

『

ひ

と

り
ね
』

上
）

と
、

白
話
小

説
が

唐
話
学
習
に

有
効
で

あ
る

こ

と

を

指

摘
し

て

い

る
。

　

『

水

滸
伝
』

に

関

し

て

は

講

読

会

も

広
く

行
わ

れ
て

い

た

よ

う

だ

が
、

そ
の

席
上
で

は

音
読

も

さ

れ
て

い

た

と

思

し
い．、

た

と

え

ば
『

水
滸
伝
』

の

辞
書
の

ひ

と
つ

と

し

て

現

在
も

残
る

『

忠
義
水

滸
伝
解
』

（

宝

暦
七

年
刊
　
『

唐
話

辞
書
類
集
』

第
三

集
所
収
）

は
、

陶
山

南

涛
（

一

七

〇

〇

〜
一

七

六

六
）

に

よ

る

『

水
滸
伝
』

の

講

義
を

弟
予

が

記
録

、

整
理

し
た

も
の

と

さ
れ

る
が

、

こ

こ

で

は

列

挙
さ

れ

る

す
べ

て
の

語
に

カ

ク

カ

ナ
で

発

音
が

表
記
さ

れ
て

い

る
。

こ

う
し

た

こ

と

か

ら

も、

白

話

小

説
は

、

唐
話
の

学
習
（

と

り

わ

け
発

音
）

と

密
接

な
関
係
に

あ
っ

た
こ

と

が

指
摘
で

き

よ
う

。

　
『

金

瓶

梅
』

の

読
書
会
で

も、

長
崎
留
学

で

中

国
語

を
マ

ス

タ

ー

し

た

遠
山

荷
塘
先
生

に

よ
っ

て
、

音
読、

あ

る
い

は

発

音
の

指

導
が

行
わ

れ
て

い

た

よ

う
だ

。

第
五

回

　
六

葉
オ
モ

テ

　
　
　

　
　
　
ジ

　
　
　
ジ

　
圭
上
人

日

　
直
ハ

禽
ト

唐
音
ニ

テ

通
ス

　 　 第
力 k シ十
ラ 麼 ヤ 三

ス 　 回

　 甚
　 ハ 四

　 去 葉

　 声 ウ
　 ニ ラ

　 テ

　 華
　 音
　 シ

　 ヤ

　 也

　

ま

た

高

階
正

巽
自
身
も
、

た

と

醫
し

い．、

ヲ

シ
コ

ム

コ

ト

也

ジ

ン

モ

ナ

ド
ト
ヨ

ム

ベ

あ
る

程
度
は

中
国

語
音
に

通

じ

て

い
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第
一

回

　
十
葉
オ
モ

テ

　

　

　
　

　

　

ツ

ウ
ニ
ノ
　

ノ

ウ
コア
ン

　

ヲ

ン

ソ

ウ

　

嵐
尿
鞍
ス

ル

汗

泊
婚
ハ

似

恁
ノ

音
通
ナ

ル

ベ

シ
。

工

淦
笏
ゾ

滸
』

　

似

恁

游
ヲ

沮

枉

用
ユ

心

ヲ

ト

ア

リ．、

又

也

似
ヲ

也
是
ト

　

　
カ

　

ハ
　

　

　

　
ソ

ウ

　

　
ン

ウ

　

モ

通

シ
、

・
目

ヲ

是
ノ

処
ヘ

モ

用
ピ

タ

リ
、

第
三

回

　
五

葉
オ
モ

テ

　

　

　
　

　

チ
ヨ

ノ
ポ
ヂ

ノ

　

ア

ヨ

ン

ポ
ビ

ノ

　

鉛
汞

再

按
　
終

不

成

終
不

然

同
義
力

。

　

以
ヒ
、

玉

里

本
に

見

ら

れ

る

発

音
表
記
か

ら

は
、

『

金

瓶

梅
』

の

一

部

が

何
ら

か

の

形
で

音

読
さ

れ

て

い

た

こ

と
、

そ

し

て

そ

れ

は

江

戸
時

代
後
期
に

お

い

て

も
、

白

話

小

説
が

唐
話
の

テ

キ
ス

ト

と

し

て

な
お

有
効
で

あ
っ

た

こ

と

を

窺
わ

せ

る

も
の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か
っ

た
。

　

（

二
）

語
釈

続
い

て

語
釈
に

関
す
る

書
き

入

れ
を

確

認
し

て

い

き

た

い
。
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第
四

十

九

回
　
十
四

葉
ウ
ラ

　

　
　

　

　
　

　

　
ポ
　
ス

サ
リ

ウ

　

　

ボ

ス

ニ
ニ

　

鉛
汞

按
ス

ル

ニ

不

消

ハ

不

須

ナ

リ
。

　

音
ノ

轉
ジ

タ

ル

カ．．

蓋

シ
．

瀧
ウ

ハ

震
ノ

白
話
小

説
の

揚

合、

音
通
す
る

別
の

文

字
が

用

い

ら

れ

る

場
合
も

あ

る

た

め
、

中
国
語
音
の

理

解
は
、

本
文

を

解
釈
す

る

際
に

も
必

要

だ
っ

た

よ

う
だ．、

　

た

だ

し

こ

れ
ら

中
国

語
の

発

音
表
記

は
、

読

書
会
が

開
か

れ

て

い

た

時

期
の

も
の

に

集
中
し

て

お

り
、

読

書
会
が

開
か

れ

な

く
な

っ

た

後

に

書
か

れ

た

と

考
え

ら

れ

る

回
の

も
の

に

は
、

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

な

く
な
る

。

音
読
は

、

読
書
会
で

は

行

わ

れ

て

い

た

も
の

の
、

そ
の

後、

お

そ

ら

く
高
階
正

巽
が
一

人
で

読
み

進
め

た

で

あ

ろ

う

際
に

は

行
わ
れ

な

か

っ

た

よ

う
で

あ
る

（

少

な

く
と
も

中
国

語

音
が
わ

ざ
わ
ざ
注
記

さ
れ

る
こ

と

は
な

く

な
っ

た
）

。

こ

う
し

た

こ

と
か

ら

も、

読

書
会
の

席
上

で
、

『

金
瓶

梅
』

が

唐
話
の

テ

キ
ス

ト

と
し
て

の

側

面

を

有
し

て

い

た

こ

と

が

指

摘
で

き
よ

う
。

第
一

回

　一
一

葉
オ
モ

テ

　

利

害
ハ

害
ト

云
コ

ト
ナ

リ．．

　
ハ

非
ト

云
コ

ト

也
。

又

緩

急
ハ

只

急
ト

云
コ

ト．、

是

非

第
一

回

　
二

十
九

葉
ウ
ラ

　
好
ハ

好
生

也
、

偏
生

ヲ

偏
ト

云

カ
コ

ト
シ

。

第
七

十
二

回

　
十
葉

ウ
ラ

　
央
及

、

及
ハ

助
語

。

生
ハ

ツ

ケ

ジ

也．、

こ

れ

ら
の

書
き
入

れ

は
、

た
ん

に

単
語
の

意
味
を

記

す
の

で

は

な

く
、

そ
の

語
の

文
法

的
特

徴
を

示

す
も
の

で

あ
る

。

こ

う
し

た

方

法
は

、

先
行
す

る

辞

書
類
と

も
共

通

す

る
。

『

忠
義
水

滸
伝
解
』

（
宝

暦
七

年
刊

　
『

唐
話

辞
書
類

集
』

第
二

集
所

収）

ノ

イ

ヘ
ボ

利
害

　
キ
ツ

イ
コ

ト

ナ

リ

　
雅
語
ニ

テ
ハ

利
ト

害
ト

ニ

ツ

事
二

一 65 一
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ナ
ル

ナ

リ

　
俗
語
ニ

テ

ハ

害
バ

カ

リ

ノ

コ

ト
ナ

リ

　
前
二

釈
シ

タ
ル

　
大

小

浅

深
等
ノ

類
ナ

リ

　

男
ト

云
コ

ト
ヲ

男

女
ト

云
モ

同
シ

『

忠
義
水

滸

伝

鈔

訳
』

（

天

明

頃
の

成
立
か

　
『

唐

話
辞

書
類
集
』

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

第一一．

集
所
収）

偏
生

　
ヒ

ト
エ

ニ

イ

ヂ
ワ

ル

ク

ト

云
コ

ト
ナ

リ

　
生
ハ

付
字
也

こ

れ

ら
は
、

中

国
に

お
い

て

は

長

ら

く
研
究
の

対

象
と

は

さ
れ

な

か

っ

た
白

話
小

説

が
、

口

本
に

お
い

て

は

文

言
の

作
品

同

様、

冖

字
一

句
の

意
味
を

明
ら

か

に

す
る

研

究

的
態
度
で

読
ま

れ

た

こ

と

を

示

し
て

い

る
。

同
時
に
、

作
品

を

読
む
こ

と

で
、

白
話
の

読
解

力
そ
の

も
の

を

養
お

う
と

す

る

意
識

も

窺
え

る
。

そ

う

し

た

意
味

で

は
、

単
に

作

品

を
楽
し

む

と

い

う
の

で

は

な

く
、

や
は

り

テ

キ

ス

ト

と

し
て

の

側
面

を
色
濃
く

備
え

る

も
の

だ
っ

た

と

言
え

よ

う．、

そ
れ

は
、

次
の

書

き
込

み

に

見

ら

れ

る

遠
山

荷
塘
の

指
導
か

ら

も

窺
え

る
。

第
十
六

回

　
N
葉
オ
モ

テ

　
這

些

　
…

…

　
圭
上

人
云
、

此
ニ

ハ

漢
十
ノ
ニ、
百

語

ノ

助
字
ナ

レ

バ

　
　
シ

イ

テ

觧
ス

ベ

カ

ラ

ズ
。

多
ク

書
ヲ
ヨ

ミ
テ

知
ベ

シ
。

　
さ

て
、

語

釈
に

関
し

て

注

日

す
べ

き

は
、

例
が

引
か

れ

て

い

る

点
で

あ
る

。

様
々

な
文

献
か

ら

用

第
三

回
　
三

葉
オ

モ

テ

（

本

文

中
の

「

双

六
−

に

対

し

て
）

　
五

雑
組
六

ノ

ニ

十
二

　
雙
陸、

一

名
ハ

握
棚

、

本

ト

胡
ノ

戲
也

。

第
十
二

回
　
U
葉
オ
モ

テ

〔

本
文

中
の

「

稀
罕
一

　
　
　

　
　
　

　ス
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

プ

　
肉
蒲
団

　
希

−

罕

我
這

等
醜
陋

東

西
。

　
　
　

　
　
ヲ．、

 
り

に

対
し
て
）

　
こ

う
し

た
、

様
々

な
文

献

か

ら

用

例
が

挙

げ
ら

れ

る
点

に

関
し

て

は
、

す

で

に

徳
田

氏

に

よ

る

指
摘
が

あ

る
。

氏
の

考
察
に
よ

る

と
、

玉

里

本
に

た

び

た

び

引
か

れ

る

『

記
諺
』

と

い

う

書
は

、

遠

山
荷

塘
が

白
話

読
解
の

た
め

に

作

成
し

て

い

た

語

釈
ノ

ー

ト
で

あ

ろ

う
と
の

こ

と
、

そ

れ

は

長

澤
規
矩
也
氏

に

ょ
っ

て

，

邦
人
編
者

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
レげ

の

俗
語

解
の

類

書
中
で

は
、

比

す
べ

き

も
な
い

出

色
の

書
」

と

評

さ

れ
た

『

胡
言

漢

語
』

の

前

身
に

あ
た

る

も
の

だ

と
い

う
こ

と
、

そ
し

て

そ
の

ノ

ー

ト

に

基
づ

い

て

用
例
が
二

小

さ
れ

た

で

あ

ろ

う

と

の

こ

と

で

あ
る

。

玉

里

本
に

は

お
び

た

だ

し

い

数
の

書
物

が

引

用

さ
れ

て

い

る

が
、

そ
の

書
目

に

関
し

て

は
、

井
上

氏

に
よ

っ

て

整

理

さ

れ
て

い

る
の

で
、

こ

こ

で

は

挙
げ
な
い

。

　
こ

こ

で

特

に

指
摘

し

て

お

き
た
い

の

は
、

語

釈
に

あ
た
っ

て
、

彼
ら

が

和
漢
の

古

典

作
品
に

用

例
を
求

め

た

だ

け

で

な
く

、

同

時

代
の

先
行
研

究
を

も
大
い

に

参

考
に

し

て

い

る

点
で

あ

る
。

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ニ
　
ル

　
　
ヲ

　
た

と

え

ば

第
六

回
の

末
尾

に

は
、

「

馬

蹄
刀

木

杓
裏
切

菜
　

西

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
レ

門
慶
ト

金
蓮
ト

通

奸
ノ

コ

ト

ヲ

隠
ス

コ

ト
ハ

ナ

ラ
ヌ

ト
云

諭
也

…

　
　
　
ル

モ

　

　

　

サ

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

ン

　

　

ル

コ

ト

　

　

ル

ロ
ト

ヲ

　

ニ

…
」
一

，

水
泄
不

漏

半
点

兒

也
没

得

　

落

　

地

タ

ト
ヒ

　
　
　

　

　
レ

　
　
ニ

　
　
　
　
　

　ヘ
　

　
　
　
レ

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　

レ

世
間
ニ

テ

通

奸
ノ

ウ
ワ

サ
ガ

ア

ル

ト
モ

我
ハ

少

シ

モ

漏
サ

ヌ

ト

云
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諭
ナ

リ
」

と

い
っ

た
、

本
文

中
の

フ

レ

ー
ズ

に

関
す
る

釈

義
が

付

け

ら

れ

た
後

、

［

右

水

滸
伝
觧
後
篇
」

と

の

書
き
込

み

が

見

ら

れ

る
。

そ

の

釈

義
は

，

水
滸
伝

解」

な

る

も
の

に

拠
っ

た

と

い

う
の

だ
。

『

金

瓶
梅
』

は

周

知
の

通

り
『

水
滸
伝
』

か

ら

誕
生
し

た

も
の

で
、

『

金

瓶

梅
』

第
一

同
〜

第
十

回

お

よ

び

第
七

十
九

回
は
、

部

分
的

に

『

水

滸

伝
』

第
二

十
三

回

〜

第
二

卜
七

回

と

重

な
っ

て

い

る
。

当
時

す
で

に

進
ん

で

い

た

『

水

滸
伝
』

に

関
す
る

先
行
研

究
を

、

彼
ら
は

参
考
に

し

て

い

た

よ

う

な
の

だ
。

　

当
時

成
立
し

て

い

た

『

水
滸
伝
』

に

関
す

る

代
表

的
な

辞
書
と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

たり

し

て

は
、

以
下
の

四

種

が

挙
げ
ら

れ

る．、

 
コ

水

滸
全
伝

訳
解
』

（

第
一

同

〜

第
自
二

十
回
）

　

　

岡
白

駒
講
、

昆
斎
校
正

　
享
保
頃
成
立

 
『

忠
抽

峩

水
滸…

伝
解
』

（

第
一

回

〜
牌

珊

卜⊥
ハ

同
）

　

　

陶
山
南

涛

宝

暦
七

年
（

＝

雪）

刊

 
『

忠
義
水
滸
伝
鈔
訳
』

（

第
十
七

回

〜

第
百．
一

十
同
ご

　

　

天

明
頃
の

成
立

か

 

『

忠

義
水

滸
伝
抄
訳
』

（

第
卜

七

回
〜

第
三

十
六

回）

　

　

鳥
由

輔
昌
天

明
四

年

ρ
『

°。

心
）

刊

彼

ら
が

参
照
し

た

と
い

う
「

水

滸
伝

解
一

は
、

ど

れ

に

当
た

る
の

だ
ろ

う
か

。

モ

里

本

第
六

回

末

尾

の

釈

義
を
こ

れ

ら

四

種
の

該
当

箇

所
と

対
照
さ
せ

て

み

る

と
、

 

と

完
全

に
一

致
す
る
こ

と

が

わ

か
っ

た
。

 

と

の
．

致
は

こ

の

箇

所
に

と

ど

ま

ら
な
い

。

本
文

中

の

和
訳
に

お

い

て

も
、

明
ら

か

に

 

の

訳

語

を
採
用
し

た

と

思

わ

れ
る

箇
所
が

複
数
確
認

さ

れ

る
。

い

く
つ

か

そ
の

例
を

挙
げ
て

み

よ

う
。

玉

里

本
の

本
文

で
の

和
訳

、

そ

し

て

そ

れ
が

上

述
四

種
の

辞

書
で

は

ど

う

和

訳
さ

れ

て

い

る
か

を

挙

げ

る

れ

て
い

な
い

場
合
は

挙
げ
な
い
）

。

（

そ

の

語
が

取
ら

玉

里

本
（

第
二

回
十
一

葉
オ
モ

テ
）

　
　

錯
見

　
ヲ

ミ

カ

ギ

リ

 

　
錯
見

　
ヲ

ミ
ヘ

ナ

サ
レ

ヌ

ゾ

錯
ハ

ク

ヒ

チ

ガ
フ

也

 

　
錯
見

　
見
ア

ヤ

マ

ル

ト

リ

チ

カ
ヘ

ル

 

　

錯
見

f
　
ヲ

ミ

カ

ギ

リ

ト
云
コ

ト
ナ

リ

玉

里

本
（

第
三

回
十
三

葉
ウ
ラ）

　

　
布
機

也

似
針
線

　
布
ヲ

ォ
ル

コ

ト

ク
ニ

針
ヲ

ツ

カ

フ

テ

キ

キ

　

　
　

　

　
　

　

　

ト
云
コ

ト

也

 

　

布
機
也
似
　
機
ニ

テ

織
タ
ル

様
二

縫

＠

　
布
機

也

似
好
針
線

　
機
ニ

テ

布
ヲ

織
ル

如
ク
ニ

ヨ

ク

縫

ナ

リ

 

　

布
機
也

似
好
針
線
　
布
ヲ

ォ

ル

如
ク
ニ

針
ヲ

ツ

カ

ゥ
テ

キ

キ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ト

云
コ

ト

ナ

リ

玉

里

本
（

第
五

回
三

葉

ウ
ラ
）

　
　

出

得

他
手

　
カ

レ

ニ

カ

ツ
コ

ト
ハ

ナ

ル

マ

イ

＠

　
出

得
他
手

　
カ

レ

ガ

手
ヨ

リ
上

ナ
コ

ト
ハ

ア

ル

マ

イ

 

　
出

得

他
手

　
彼
二

勝
ツ
コ

ト
ハ

ア

ル

マ

イ

ト
云

フ

コ

ト

也

玉

里
本
（

第
五

回
六

葉

ウ

ラ
）

　

　
死

力
頂
住

　
コ

コ

ヲ

サ

イ
ゴ

ト

ヲ

サ
ヘ

ル
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死

力
頂
住
　
ゼ

ヒ

ト
モ

動
サ

ヌ

ヤ

ウ
ニ

ト

メ

テ

居
ル

〜

 

　
死

力
頂

住
　
コ

コ

ヲ

サ
イ
ゴ

ト
ォ

サ
エ

ル

也

こ

う

し

て

見
比
べ

て

み

る

と
、

そ
の
一

致
が

偶
然
で

は

な

く、

明

ら
か

に

 
の

訳
語

を

そ
の

ま

ま

採
用
し

た

こ

と

に

よ

る

も
の

だ

と

い

う

こ

と

が

わ

か

る
。

し

か

し
、

彼
ら
は

決
し

て

安
易
に

 

に

拠

つ

た

わ

け
で

は
な

い

よ

う

だ
。

先
行
す
る

辞
書
に

訳
語
が

あ
っ

て

も
、

そ

れ

を
採
用
せ

ず
、

あ

え

て

自
分
た

ち

で

よ

り
良
い

と

判

断

さ

れ

る

新
た

な

訳
語

を

当
て

て

い

る

箇

所
も

複
数
み
ら

れ

る
。

玉

里
本
（

第
五

回
八

葉
オ
モ

テ
）

　

　

気
得
發

昏
　
ム

子
ン

ガ

リ

テ

　
メ

ガ

ク

ラ
ム

 
　
気
得
發

昏
　
ア

マ

リ
ハ

ラ

ヲ

立

テ

目
ヲ

マ

ワ

ス

コ

ト

 

　
気
得
發

昏

　
ア

マ

リ
立

腹
シ

テ

目
ヲ
マ

ワ

ス

ト

云
コ

ト

也

玉

里
本
（

第
五

回
九

葉
オ
モ

テ
）

　

　

情
孚
意
合

　
マ

コ

ト

ア

リ

テ

心

力

相
合
ト

云

 

　
情
孚
意
合

　
情
意
ノ

ア

マ

ネ
ク

ネ
ン

ゴ

ロ

ナ
ル

コ

ト

θ

情
孚
意
合

情
意
ノ

深
ク

ネ
ン

ゴ

ロ

ナ
ル

コ

ト
ナ

リ

一

旦

自

分
た

ち

で

訳

語

を

付
け

た

後
、

試

行
錯
誤
の

末
、

に

 
の

訳
語

を

採
用
し

た

と

思

し

き
箇
所
も
あ
る。

玉

里
本
（

第
五

回
七

葉
オ
モ

テ
）

準

最
終

的

 

翻 罎

 

　
提
醒

ハ

ヂ
シ

メ

ラ
レ

テ

イ

カ

サ
マ

ニ

モ

ト
思
フ

テ

気

ヲ

引

立
ル

コ

ト

気
ヲ

ツ

ケ

ラ
レ

ル

コ

ト

こ

う
し

た

例
か

ら
は
、

先
行

研

究

を

参
考
に

し

つ

つ

も

そ

れ

に

寄

り

か

か

る
の

で

は

な
く
、

よ

り

よ
い

解
釈

、

訳

語

を

求
め

て

試

行

錯
誤
す
る

彼
ら
の

姿
が

浮
か

び

上
が

っ

て

く
る

。

そ

う

し

た
こ

だ

わ

り

は
、

随

所
に

見

ら
れ

る．、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

タ

第
十
五

回
　
二

葉

オ
モ
一
丁

　
（

本
文

中
の

「

轎
子

」

に

対
し

て
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

ノ

ゆず
モ

ノ

　
ノ

レ
モ

ノ

　

轎
子

　
カ
ゴ

ト
ハ

訳

サ
レ

ズ

　
ヒ

ト
リ

デ
ヲ

ス

車
ノ

ゴ

ト

キ

モ

　

ノ

ナ

リ
。

第
十
五

回
　
十
六

葉
オ
モ

テ

　（
本

文

中
の

一

保

兒
」

に

対
し

て
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ワ

刃

／
モ

ノ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ン
コ

ツ
じ

ヤ

　

保
見
ハ

デ

ツ

チ
。

シ

モ

ヲ

ト
コ

ナ

ド

訳
ス

ル

ヨ

リ
、

院

裡
ナ
レ

　
バ

　
ワ

カ

イ
モ

ノ

ト

訳
ス

ル

ガ

的
當
ス

ル

ナ

ラ

ン
。

第
五

十
六

回

　
十
葉

オ
モ

テ

　
（

本
文

中
の

　
　

　

　
タ

ケ
　
ヵ

　ヨ

　

栲
楮
ハ

竹

籃
児

ナ

リ

　
タ

ケ

タ
ゴ

ト
モ

　
ル

ノ

ホ

ゥ
ガ
ヨ

カ
ル

ベ

シ．．

ザ

　
ル

「

栲
楮
　
に

対
し

て
）

ザ

ル

ト

モ

訳
ス

　
ザ

安

易
に

訳
語
を
当
て

る
の

で

は

な

く
、

そ
の

文

脈
に

お
い

て

は
ど
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う

訳
す
の

が

最
も

適
当
で

あ

る
の

か
、

検
討

を
重
ね

た

よ

う
で

あ

る
。

　

さ
て

、

先
行

研
究
を
参

考
に

す
る
と

い

う

点

に

関

し

て

は
、

他

に

も
例
が

見
ら
れ

る
。

第
一

回
　
十
二

葉
ウ
ラ

　

礁
ハ

ミ

ル

コ

ト
ナ

リ
。

ソ
レ

ヲ

岡
自
駒
ナ

ド
ハ

　

　
　
　

　
　
　
ハ
　

ウ
ス

ヤ

　
ワ

ポ

ハ
　
ウ
ス

ヤ

　
ウ

　

ヤ

ク
ス

コ

ト

好

笑

不

好

笑

ス

イ

リ
ヨ

ウ
ト

岡
白

駒
（

．

六

九

二

〜
一

七

六

七
）

と
い

え

ば
、

江
戸
時
代

前
期

を

代
表

す
る

白
話
小

説

研

究

家
で
、

長

崎
に

遊

学
し

て

唐
話
を
学

び
、

コ．
一

言
」

を

目

本
に

紹
介
し

た

人

物
と

し

て

も

知

ら

れ

る
。

『

水

滸
全

伝

訳
解
』

（

L
「

述
の

 
）

は
、

岡
臼
駒
に

よ

る

『

水
滸
伝
」

の

講

義
を

「

昆

斎
」

と
い

う

人
物
が

記

録、

整
理

し

て

成
っ

た

と

さ

れ

る
が

、

そ
の

第
二

十
　

回

部
分
に

「

礁

見

ス

イ

リ
ヤ

ゥ
」

と
あ

る
。

高

階
正

巽
ら
読

書
会
メ

ン

バ

ー

は
、

お

そ

ら

く
こ

こ

を

参
照

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

そ

の

上

で
、

「

礁
｝

は
「

見

る
こ

と
一

で

あ
つ

て

「

推
量
」

で

は

お

か

し
い
、

と

批
判
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

先

ほ

ど
、

彼
ら

が

先
行
す

る

『

水
滸

伝
』

の

辞

書
を
参

考
に

し

て

い

た

こ

と

は

述
べ

た
。

そ

の

際
、

彼

ら

が

e
に

多
く
拠
っ

て

い

る
こ

と

を

指
摘
し

た

が
、

彼

ら

は

決
し

て

 

し

か

見
て
い

な

か
っ

た

わ

け

で

は

な

い
。

少

な
く

と

も
 

 

は

参

照
し

た

上

で
、

 
の

訳

語

を

多
く

採
用
し

た
、

と
い

う
こ

と

に

な

ろ

う
。

第
三

十
二

回
　
九
葉
オ
モ

テ

　
　

　

　
す

ガ

　
虎

ロ

ハ

大
ユ

ビ

ト
ヒ

ト

サ

シ

ノ

ア

イ
ダ

ヲ

云
ト

南
山

考
講
記
ニ

　
　

　

　
　

　

　
　
　

ボ
ホ

ノ

ダ

テ

　
ミ
ユ

。

　一
評
覗

二

虎
ロ

バ

馬

口

也、

非
也

。

第
五

十
八

回

　
十
六

葉
ウ
ラ

　
南
山
俗
語
考
二

貝

ノ

総
名
ヲ

蛤

螺
ト

云
。

こ

こ

で

は
、

『

南
山

考
講
記
』

『

南
山

俗

語

考
」

が

参
照
さ
れ

て
い

る
。

薩
摩
藩

第
八

代

藩
卞

で

あ
っ

た

島
津
重
豪
（

一

七

四
五

〜
一

八

三．
二
）

に

よ

る

俗
語
集
で
、

『

南
山
考
講
記
』

は
コ

南
山

俗
語

考
』

の

前
身
と

さ
れ

る
。

『

南
山

考
講

記
』

第
四

巻

−

身
体
」

に
「

虎
ロ

　
ヲ

ヲ
ユ

ヒ

ヒ

ト
サ
シ

ノ

ア

イ
」

、

『

南
山

俗

語

考
』

巻
五

、

鱗
介

部
一

に
一

蛤
螺
　
貝

ノ

撼
名
一

と

あ
る．、

第
五

十
七

回
　
五

葉
オ

モ

テ

（

本
文

中
の

「

做

主
」

に

対
し

て
）

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

セ

ワ

ヲ

セ

ン

　

唐
話
便
川
二

作
主
ハ

フ

ン

ベ

ツ

ト

訳
シ

　
ヤ
ク

ツ

ウ
ル

イ

リ

　

ヤ

ク
ニ

バ

　
カ

タ

ウ

ト

ト

訳
ス

　
出
頭
ハ

リ
ツ

シ

ン

ト

訳
ス
。

第
十

回

　
C
葉
ウ

ラ

（

本

文

中
の

「

闘

　
毆【

に

対
し

て
）

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

タ

タ

リ

ヒ

ウ　
ン

　

雅
俗
語

類
二

闘
殴
ヲ

タ

タ

カ

ヒ

ウ
ツ

ト

訳
ス

ル

ア

リ．、

こ

こ

に

挙
げ
ら

れ

る

『

唐
話
便

用
』

（

享
保
一
．

十

年
）

、

『

訳
通

類

略
』

（

正

徳
〜

享
保
頃
か
）

、

『

唐

音
雅

俗

語
類
」

（

皐
保

十
一

年
刊
）

は
、

い

ず

れ
も

岡
島
冠

山
の

著
作

、

も
し

く

は

岡
島
冠
山
の

講

義
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を
基

に

作
成
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
。

そ

れ

ぞ

れ
、

司

唐
話
便
用
』

巻

四
に

「

…

…

凡

事
全

靠
仁

兄
作
主

。

…

…

凡

事
全

ク

仁

兄
ノ

御
分

別
ヲ

タ

ノ

ミ

候
フ．、

…

…
」

、

『

訳

通
類

略
」

「

仕

官
類
」

に

「

出

頭
了

　
立

身
ス

ル
」

と

あ

る

（
，

作
主
」

は

未
見
）

．

ま

た
、

『

唐

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
タ
タ

カ

ビ

ワ

ヲ

音
雅

俗
語
類
』

巻
五

に

「

闘
毆

及
故

殺
人

者

不
知

何

斷
　

闘

　
毆

　

マヘ
サ

ア

及

故

二

人

ヲ

殺
ス

者
ハ

如
何
決
断
ス

ヤ
」

と

あ

る
。

第
十

六

回

　
2

葉
オ
モ
一
丁

　
コ

ノ

ア

フ
タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

マ

タ

　

這

些

　

孔

雀
先
生

ノ

訳
也．、

些
ノ

字
ヲ

多

ノ

義
ト

ナ

ル

ナ

ド

　

ト

キ

妙
ナ
コ

ト

ヲ

云
テ

人
ヲ

狐
惑
セ

ン

ト
ハ

ゥ
マ

イ
ゥ
マ

イ
．

　

　

　
　

　
ハ
　
ヤ

　
ソ

レ

ハ

昔
流
行
ラ
ヌ

時
ノ

コ

ト
、

今
ノ

人
ハ

ソ

ノ

テ
ハ

ク

ワ

ヌ

　
ゾ

。

第
四

十
六

回

孔

雀

先
生

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ク

ヒ

セ

ノ

総

辞
三

葉
オ
モ

テ

（

本
文
六

葉
ウ
ラ

の

「

食
面
」

に

対
し

て

の

釈

義
）

食
ヲ

見
サ
ル

面
ノ

像
ダ
ト

訳
セ

リ
。

大
二

非
ナ

リ
。

孔

雀
先
生

と

は

江
戸

中

期
の

儒
者
・

清
田

擔
叟

（

一

七
、

1

〜
一

七

八

五
）

の

こ

と

（

号
は

孔

雀
楼
）

と
思
わ

れ
る

。

中
国

小

説

を

好
み
、

司

水
滸
伝
』

を

愛
読
し

て

い

た

と

さ

れ

る

彼
の

訳
語
も
、

こ

う
し

て

た

び

た

び

批
判
の

対

象
と

な
っ

て

い

る

（

な

お
、

こ

こ

で

挙
げ

ら

れ

る

こ．
垣

此

三

「

食
面
」

に

関
し

て

は

未
見
）

。

　

こ

の

よ

う
に

、

彼
ら

は

先
行

研

究
を
参
考
に

し
つ

つ

も、

そ

れ

を

全

面

的
に

採
用

す
る
の

で

は

な
く

、

批

判
を
加

え

な

が

ら

よ

り

ょ
い

解
釈
を

試

み

て

い

た

こ

と
が

わ

か

る
。

　

以
ヒ

、

語
釈
の

な
さ

れ
方
に

考
察
を
加

え

た

結
果、

『

金
瓶
梅
』

が

唐

話、

白
話
の

理

解
力

を

養
わ

ん

と

し

て

（

い

わ

ば

テ

キ

ス

ト

と

し

て
）

読
ま

れ

て

い

た

こ

と
、

ま

た

古
典
に

用

例
が

求
め

ら
れ

る
の

み
な

ら
ず
、

同
時
代
の

研

究
書
も

参
照
に

さ

れ

な

が

ら
、

極

め
て

学
問
的
態
度
で

読
ま
れ
た

こ

と

が

確
認
で

き
た

。

　
　
（

三
）

解
釈

　
さ

て
、

こ

う

し

て

発

音
を

確
認
し
、

一

宇
一

句

意

味
を

確
認
し

た

後
、

彼

ら

は

ど
の

よ

う
に

「

金

瓶
梅
』

を

解
釈

し

て

い

っ

た
の

だ

ろ

う
か

。

そ

こ

に

は
、

語

釈
の

際
に

も
見

ら

れ
た
、

彼
ら
の

こ

だ

わ

り
、

そ

し

て

試

行
錯
誤
の

痕

跡
が

見

ら
れ

る
。

第
十
六

回

　

F
葉
ウ
ラ

　
　
　

　
　
　
カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

タ

ト

ヒ

　

　

　
ノ

　
モ

　

ス

　

し

　

ノ

【

本
文
】

除
−

．
」

我
家
舗

−

子

大

発
貨

多
、

隨
問
多

少

時
、

不

怕

他

　
　
　

　
ニ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

レ

　
　
ヨ

　
　
　

　
　
テ

　
　
　

不

来

尋

　
我

。

　
　
　

　
ニ

　
　
　
　ヘ
レ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ル

フ

　

　

　

ノ

　
　
ア

　

ア
　

　

　

　
ア

【

L
欄
】

不

怕

ク
ニ

セ

ヌ

不

他
来

尋

我
。

　
　
　

　
　
レ

　
　
三

　
　
　
　

　
　
　
　
　

二

　

　
　
　
　
　
　げ

本
文

で

「

彼
の

来
て

我
を

尋
ね

ざ
る

を

怕
れ

ず
」

と

読
ん

だ
も
の

を
、

ヒ

欄
に

て

「

彼

の

来
て

我
を

尋
ね

ざ
る

を

く

に
せ

ぬ
」

と

訂

正

し

て

い

る
。

第
一

回

三

十
三

葉
オ
モ

テ

　

　
　
　
テ

　

　
ノ

　

　

　

　

ナ

ル

ブ

　

　ニ
　

　

　

　

カ

レ

ヲ

【

本

文
】

見

他
本
−

分
　

　
常

照
−

顧
他

　

　
　
　

ニ

　

ゆ

テ

キ

　

　
　

ニ

　

　
　
　

　
　
ヲ

　

　
　
　
炊
−

餅
、

…

…
。

　

　

　

し

　

テ

　

　

　
ニ

　

ロヂ
　

　

ノ

、

照
−

顧
他
依

舊
賣

些

　

　

　
　
　
レ

　
　

　
　

ニ
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＝
欄
】

ニ
　
　

　
　
　
　
　

ノ

常
照
−

顧
他

　

　
ニ

ヲ

ウ
ラ

シ

メ

再
按
ス

ル

ニ

也
ト

ス

　

　

　
げヨ

ニ
ア

　

　
ヲ

、

照
−

顧

　
他

　
旧
ニ

ヨ

ツ

テ

些

ノ

炊
餅

　

　
ニ

ト
ヨ

ム

ベ

シ

　

　

　
　

ヲ

　
　
　
　

　

　

　

　
ス

常
照

顧

他

　
照
−

顧

ス

　
ト
ヨ

ム

ヲ

穏

　

　
二

　
　
　
　
　一
　
　

二

　

　

　
　
　

　
　
か

れ

　

　
ビ

ワ

ヲ

ス

ル

　

　
セ

ワ

ヲ
ギ

イ

ア

　

か

本

文

で

は

−

常
に

他
を

照

顧
、

照

　
顧

他
れ
モ

ト

ノ
ゴ

ト
ク

些

　

　

　
　
う

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

か

れ

ノ

炊

餅
ヲ

賣
り

…
L

と

読
ん

で

い

る

が
、

上

欄
に

て

「

常
に

他
を

　

　

　
　
か

照

顧
す

、

他
れ

を

照

顧
し

て

旧
ニ

ヨ

ツ

テ

些

ノ

炊

餅
ヲ

ゥ
ラ

シ

メ
」

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

ギ

ト

ノ

ト

ヲ

リ

　

　

　

　

　

か

れ

と

訂
正

、

そ
の

後
さ
ら

に
、

．

再
按
す
る

に
、

常
に

他
を
照
顧

照

顧

す
」

と
、

句

点
の

位
置
ま

で

変
更
し
て

読
む

よ

う
訂
正

し

て

い

る。

第
八
十
七

回

　
六

葉
オ
モ

テ

　

　
　
　
ノ

　

　

　
　

　
よ

エ
　
　

ヲ

　

ろ

　

サハ
キ

ラ
　
　

ニ

【

本
文
】

那

漢
子

殺

人

不

　
斬

　
眼、

…

…

鉛
汞

按
ス

ル

ニ

殺
人

　

　
　
　

　
　
　

　
レ
　

　

　
　

　

　
レ

　

　

　
　

　

　
レ

　

　
　
　

不

貶
眼
ハ

人
ヲ
コ

ロ

ス

ニ

目
ニ

モ

見
セ

ズ

ニ

コ

ロ

ス

ト

　

　
　
　
云
コ

ト

也
。

此
二

貶
ト
ア

ル

ベ

キ
ヲ

斬
ト

ア

ル

ハ

書
損

　

　
　
　

　
　
　

　

　
サ

ツ

　
　
ザ

ツ

　

　
　
　
ナ

ル

ベ

シ
．

貶
音

札
、

コ

ノ
コ

ト
ワ

ザ
ハ

水

滸
ニ

モ

ミ

　

　
　
　
ヘ

タ

リ．、

【

上

欄
】

鉛
汞

再
按、

不

斬
眼
ハ

不

貶

眼
ノ

書
損
デ
ハ

ナ
シ

。

本
文

で
、

那
の

漢
子

、

人

を

殺

す
に

眼
に

斬
ず
（

め

に

も

み
せ
ぬ

ご

と

読
ん

だ

後
、

割
注

で

「

斬
」

字

が

、

貶
L

字
の

誤
り

で

は

な

い

か

と
の

見

解
を

示

す

も
、

上

欄
に

て

前
ゴ ．
員

を

撤
回

、

「

不
斬
眼
は

不

貶

眼
の

書
損
で

は

な

し
「

と

訂

正

を

加
え

て

い

る
。

　

以
上

の

よ

う

に
、

玉

里

本

に

は
．

旦

訓
点
を
施
し

た

後

に

訂
正

（

あ

る
い

は

再
訂
正
）

が

加

え

ら

れ

る

ケ
ー

ス

も
た

び

た

び

見
ら

れ

る
。

こ

う
し

た
、

よ

り

よ

い

も
の

へ

の

追
求
の

姿
勢
は
、

玉

里

本

最
大
の

特
徴
の

ひ

と
つ

だ

と

も
二．
弓
え

よ

う
。

そ

れ
は

特
に

玉

里

本

作
成
者
で
あ

る

高

階
正

巽
に．
顕

著
だ
っ

た

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

第
七

十
九

回

　
二

十
六

葉
オ

モ

テ

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
サ

　
　

ソ

　
　
ェ

　
テ

ヨ

ン
　
　

　

　
　

ヲ

【

本

文
】

大
−

街
−
上

胡
−

太
5

医

最

治
−

的
−

好

痰
−

火
、

…

…

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ニ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　　

　

　
　
　

　
　ス

　

ヲ

ニ

ン

ノ

　

ヲ

【

上

欄
】

治
−

的

好

痰
i

火
、

初
回

会
一
−

手

好

琵
−

琶
　
又

　

　
　
　

　
　
二

　
　
　
　

　
　
　
　一
　

　
　
　
　
　

　

　

二

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　冖

　

　
　
　

　
ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ヲ

　

　
　
　

会

一

腿

好
−

気
−

毬

ト

ア

リ
。

カ

カ

レ

バ

痰

火
ヲ

治

　

　
　
　

　
一

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

一

　

　
　
　

　
エ
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ミ

　
　エ
テ

　
　

　

　
ヲ

　

　
　
　
シ

的
テ

好
シ

ト
ハ

ヨ

マ

レ

マ

イ
。

然
レ

ド
モ

看
−

的
痰
火

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

二

　
　

　
　

　
　一

　

　
　
　
べ　げ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

　

　

　

テ

　

　

　ア
　

　

　

　

ヲ

　

　
　
　

好
ト
ア

レ

バ

治
−

的
−

好

痰
火

ト
ヨ

ン

デ
モ

キ
コ

ヘ

ル
。

　

　
　
　

　
　
　

　

　

二

　
　

　
　

　
　

　
　一

　

　
　
　

　
　
ツ

　

　
　
　
　
　

ノ

　

ヲ

　

　
　
　
姑

舎
待

圭

上

人
解
。

　

　
　
　

　
　
　
二

　

　
　
　
　
　
　

　一

　

ン
　

　

　エ
　

テ

ヨ

　
ア

　

　
　
　
　
　
　
　

　

ヲ

「

治
−

的
−

好

痰
−

火

　［
筆

者

注

…

痰
火

は

喘

息

の

こ

と

ご

と

付

け

ら
れ

　

　
ニ

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

た

本
文
の

読
み

に

対
し
、

，

治
−

的

好
−

痰
−

火
」

と

読
め

る
の

で

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
ニ

　
　

　
　

　
　

　　

は

な
い

か

と
の

見

解
を
示
し

た

高

階
正

巽
は

、

そ
の

根

拠
と

し
て
、

　

ノ

　
　

　
　
　

ノ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

　
　
　

ス

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ヴ

「

会
　【

−

手

好
E

琵
−

琶
」

、

会
　一

腿

好
−

気
−

毬
」

と
、

「

好

　

　
ニ

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

＋

名

詞」

の

形

で

読
ま

れ

て

い

る

他
の

例

を

挙
げ
る

。

し

か

し
一

　

　
　

ミ
　
　エ
デ

　

　
　
　

ヲ

　
　

シ

方
で
、

コ

看
−

的
痰
火

好
」

と
、

「

好」

を

補
語

的
に

解
釈
す
る

例

　

　
　
　

ニ

　
　

　
　

　
　

を
挙

げ、

や
は

り

元
の

読

み

も
可

能

で

あ
る
こ

と

を

確
認

、

最
後

に
、

「

ひ

と
ま

ず
置
い

て

お
い

て
、

上
上

上

人
の

意
見

を

聞
い

て

み

よ
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う
」

と

書
き

入

れ

て

い

る
。

若
き

高
階
青
年
が
、

頭
を

抱
え

な
が

ら

真
剣

に

『

金

瓶
梅
』

を

読
む

姿
が

眼

前
に

浮
か
ん

で

く

る
よ

う

で

あ
る．、

　

こ

う

し
た

解
釈
の

揺
れ
、

試
行

錯
誤
の

跡
か

ら

は
、

白
話
小

説
、

な

か

で

も

特

に

難
解
と

さ
れ

る

「

金

瓶

梅
』

が
、

彼

ら

に

と
っ

て

決
し

て

簡
単
に

読
め

る

も
の

で

は

な
か

っ

た

こ

と
、

し

か

し

だ

か

ら

こ

そ

読
み

応
え

も
あ
っ

た

で

あ

ろ

う
こ

と

が

窺
え

る
。

付
け
加

え

て

お

く

と
、

残

念
な
が

ら

彼
ら

が

最
終

的
に

『

金
瓶

梅
』

を

完

全

に

読
め

た

と

は

考
え

が

た

い
．、

特

に
、

洒
落
言

葉
や
ス

ラ

ン

グ

に

関
し

て

は、

手
つ

か

ず
の

箇

所
が

多
数
見
ら
れ

る
。

　
　

　

お

わ

り

に

　

江

戸

時

代
に

流
行
し

た

白
話
小

説

は
、

い

っ

た
い

ど

の

よ

う

に

読
ま

れ

た

の

だ

ろ

う
か

。

本
稿
で

は
、

そ

う
し

た

江

戸

時
代
に

お

け

る

白

話
小

説
の

読
ま

れ

方
の

一

端

を
探
る
べ

く、

江

戸

時
代

後

期
に

作
ら

れ

た

『

金

瓶
梅
』

の

訓

訳

本
「

玉

里

本
一

に

つ

い

て
、

考
察
を

試
み
た

。

そ

の

結
果
を
ま

と
め

る

と

以

下
の

よ

う
に

な

る
。

 
『

金

瓶
梅
』

の

読

書
会
で

は

そ
の
一

部
が
何

ら

か

の

形
で

音

読

　

さ
れ

て
い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

れ

は
、

白
話

小

説
が

唐
話
の

　
テ

キ

ス

ト

と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

た

江
戸

初

期
の

白
話
小
説
の

　

受
容
の

あ

り

方
を

窺
わ

せ

る

も
の

で

あ

り
、

『

金

瓶

梅
』

も

唐
話

　
の

テ

キ
ス

ト

と

し

て

用
い

ら

れ
て

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

 
必
要

で

あ
れ

ば
文

法

的
解
説

を

加

え
た

り
、

様
々

な

文
献
か

ら

　

用
例
を

挙
げ
た

り
し

な

が

ら
、

一

字
「

句
の

意
味
に

こ

だ

わ

り
、

　
よ

り
よ

い

訳

語、

解
釈
を

追
求
す
る

姿
勢
が

見
ら

れ

る
。

 
先

行
研
究
を

大
い

に

利
用
し

、

時
に

は

批
判
を

も
加

え
て

い

る
。

　

こ

れ

ら
は
、

当
時

数
多
く

作
ら

れ

た

白

話

に

関

す

る

書
物
（

特

　

に

写

木
と

し

て

の

み

残
る

も
の
）

が
、

ど
の

よ

う
に

流
通
し
、

　

読

ま

れ
て

い

た

の

か

を

示

す
資
料
に

も
な

り

得
る
。

 
解
釈
に
、

揺
れ

、

試
行
錯
誤
の

跡

が

見

ら

れ

る
。

白
話

小

説
、

　

と

り

わ

け

『

金

瓶
梅
』

の

読
解
が

彼
ら
に

と
っ

て

た
い

へ

ん

難

　

し
い

も
の

で

あ
っ

た

こ

と
が

窺
え

る．、

　

ま

た
、

今
回

特

に

取
り
上

げ
る

こ

と

は
し

な
か
っ

た

も
の

の
、

「

侭
ハ

尽

ノ

俗

字
ナ
ル

ベ

シ

（

第
八

回
M
葉
オ
モ

テ
）

」

「

鉛
汞

山

人

云
、

豊
ハ

豐
ノ

俗
字、

体
ハ

體
ノ

俗
字

．

唐
本
即

チ
カ

ク

ノ
ゴ

ト
ク
ニ

ア

リ
（

第
九

回
D
葉
ウ

ラ
）
」

な
ど

、

字

体
に

関
す
る

注

記

が

見
ら

れ
た

り
、
「

後
来

、

一

本
作
後
日

（

第
三

卜
八

回
八

葉

ウ
ラ
）
」

［

點
、

袖
珍
本

作
点
（

第
四

卜
九

回
前
半
　
九

葉
オ
モ

テ
）

L

な
ど

、

校
勘
が

行
わ

れ
て

い

た

と

思

わ

れ

る

記
述
が

見

ら
れ

た

り
、

建
物

の

構
造
や
楽

器
な
ど

の

図
が

示

さ
れ
た

り

す
る
な

ど、

『

金
瓶
梅
』

が

き
わ

め

て

研
究
的
態

度
で

読
ま

れ

て

い

た
こ

と

を

窺
わ

せ

る

例

が

他
に

も
見

ら
れ
る

こ

と

を

付
け
加

え

て

お

き
た

い
。

　

玉

里

本
に

見
ら

れ
た

読
解
の

方

法

が
、

す
べ

て

当

時
の

白

話

小

説
の

読
ま

れ

方
に

当
て

は
ま

る

と

は

言
い

切

れ

な
い

。

し

か

し

少

な

く
と

も
玉

罩

本

か

ら

浮
か

び
上

が

る

『

金
瓶

梅
』

の

読
ま

れ
方

は
、

当
時
の

白

話
小
説
の

読
ま

れ

方
の

ひ

と
つ

の

あ

り

方

を

提
示

し

て

く

れ
て

い

る
と

い

え

よ

う
。

　

そ

し

て

何
よ
り

、

今

回
の

考
察
結
果
を
受
け
、

従

来
の

『

金

瓶

梅
』

受
容
に

関
す

る

見
方
に

訂
正

を

加
え

る
必

要
が

あ

る

よ

う
に

思

う
。

澤
旧

瑞
穂
氏
は
、

か

つ

て

日

本

に

お

け

る

『

金

瓶

梅
』

の
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受

容
の

あ
り

方
に

つ

い

て
、

以

下
の

よ

う
に

指
摘
さ
れ

た
．

　

　

日

本
で

は

江

戸
末
期
に

大

衆
作
家
の

馬

琴
が

自
作
に

翻
案
し

　

　

て

『

新

編
金

瓶
梅
」

を

出

し

た

の

が
、

公

然
と

『

金

瓶

梅
」

　

　

を

宣

伝
し

た

唯
一

の

例

と
い

っ

て

よ

く
、

『

水
滸
伝
』

や

『

西

　

　

遊

記
』

ほ

ど

大

衆
に

親
し

ま

れ、

日

本
文

学

に

影
響

を

与

え

　

　

る

こ

と

は

な

か
っ

た
。

何
し

ろ

「

淫

書
」

の

随
一

と
い

う

キ

　

　

ワ

メ

が

つ

い

て

い

る
の

で
、

君
子
の

読
ん

だ

り

語
っ

た

り

す

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ご

う

と

　

　

る

も

の

で

は

な
い

と

考
え

ら

れ
、

せ

い

ぜ

い

唐
話
（

当

時
の

　

　

中

国
語
・

中

国
俗
語
文
）

を

こ

な
す
一

部
の

漢
学
者
が
、

こ

　

　
っ

そ

り

机
の

ド
か

ら

取

り

出
し

て

読
む

く
ら
い

で

あ
っ

た
。

　

　

こ

の

「

机
の

ド
の

読
物
」

と
い

う
口

蔭
の

身

分
が
、

江

戸
時

　

　

代
か

ら

明

治
・

大

正

と

続
き
、

次
の

昭

和
も

、

戦
前
は

公

然

　

　

と

こ

れ

を
研

究
の

対
象
に

す
る

こ

と
は

で

き

な

か

っ

た
。

淫

　

　

書
と

い

う
呪

縛
が
、

思

想
の

抑
圧
と
と

も

に

容
易
に

解
け
な

　

　

か

っ

た

か

ら
で

あ

る
。

（

『
金
瓶

梅
』

の

研

究

と

資
料
」

『

中

　

　

国
の

八

大
小

説
』

平
凡

社
一

九

六

五
）

澤
田
氏

に

限

ら
ず
、

『

金
瓶
梅
』

の

受
容
に

関
し

て

は
、

こ

う

し

た

見
方
が
一

般
化

し

て

い

る

よ

う

で

あ
る

。

確
か

に

『

金
瓶

梅
』

に

性
描
写

が

含
ま

れ

る

こ

と

は
、

そ
の

研
究
を

遅
ら

せ

る

最
大
の

要

因
だ
っ

た

と

言

え

よ

う
。

し

か

し

そ

れ
は

明

治
以

降
の

こ

と

で

あ

っ

て
、

江
戸

時
代
の

囲

金

瓶
梅
』

は
、

も
っ

と

オ

t
プ

ン

に
、

も

っ

と

真
剣
に

読
ま

れ

た

と

考
え

ら
れ

る
の

鶴
恥

　

さ
て

、

今
回

は
玉

里

本
の

中
で

も
、

読
書
会
の

記

録
と

い

う

側

面

を

持
つ

部
分
を

中
心

に

考
察
を

行
っ

た

が
、

読

書
会
が

開

か

れ

な
く

な
っ

た

後
も
、

高

階
正

巽
に

よ
っ

て

『

金
瓶
梅
』

は

読
み

続

け

ら

れ
、

第
百

回

ま

で

施

訓
が

行
わ
れ
る

。

そ

も

そ

も

高

階
正

巽

と

は

何
者

な
の

か
、

モ

里

本
は

な

ぜ

作

ら

れ
た

の

か
、

高

階
正

巽

に

と

っ

て

『

金
瓶

梅
」

と

は

ど

う
い

う

意
味

を

持
つ

作

品

だ
っ

た

の

か
、

な

ぜ

鹿
児

島
大

学
に

所
蔵

さ

れ

て

い

る
の

か

等
々

、

玉

里

木
か

ら

は
、

い

ま

だ

ほ

と

ん

ど

明
ら
か

に

な
っ

て

い

な
い

江

戸
時

代
に

お

け

る

「

金

瓶
梅
』

の

受

容
の

在
り

方
を

窺
う
こ

と

が
で

き

る
。

こ

の

こ

と

に

関
し

て

は
、

稿
を

改
め

て

論

じ
た

い
。

注

（
1
）

日
光

山
輪
王

寺
慈
眼

堂

所
蔵
の

［

金
瓶
梅
詞

話
』

に

は

「
天

海
蔵
」

　
と

の

印
が

あ
り
、

天

海
僧
正

二

五

三

六

〜
．

六

四

三
）

の

存
命

中
に

　
日

本
に

伝

来
し

た

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

ま

た、

同

版
と
思
わ

れ
る

徳

　
山
毛

利
家
所
蔵
の

［、
金
瓶

梅
詞
話
』

も、

宝

永
五

年

二

七

〇
八
）

に

　
作
ら
れ

た

『

御

書

物
目
録
』

に

は

す
で

に

そ
の

名
が

見
ら
れ

る。

こ

う

　
し

た
こ

と

か

ら
、

十
七

世
紀

中
頃
に

は
す
で

に

伝

来
し

て

い

た

と

考
え

　
ら

れ
よ

う。

（
2
）

大

腸

脩
『

舶
載
書
目
」

（
関
西

大
学
東
西

学

術
研

究
書
資

料
七

　一

　
九
七

二
）

（
3
）

石

崎
又

造
「

近
世

日

本
に
於
け

る

支

那

俗

語
文

学
史
』

（
清
水

弘
文

　
堂
毛
岡 ．
房
一

九
亠
ハ

七
）

（
4
）

『

金

瓶
梅
』

に

は

大

き
く

三

つ

の

版
本
が

あ
る．】

　
　

 

万

暦
四

十
五

年

〔
【

六

．

七
）

の

序

を

持
つ

版
本

「

金
瓶

梅

詞

　
　

　
話
」
（
通
称

「

詞

話
本
」
「
万

暦
本
」

等
）

　
　

 

崇

禎
年

間

（
一

六
．

「
八

〜
一

六

四

四
）

ま

で

に

改

訂
さ

れ

た

版

　
　

　
本

「

新
刻
繍
像

批
訃
金

瓶
梅
」
（
通

称
「
改
訂

本
」

「

崇
禎

本
」
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等）

　

　

 
 
に

清
代
の

文

人

張

竹
坡
が

評

を

付

け

た

版
本

「

第
一

奇

書
金

　

　

　

瓶

梅」
（
通
称
「
第
】

奇
書

本
」

「
張
竹
坡

批
評

本
」

等）

　
一

般

的
な

流
通
ル

ー
ト

に
乗
っ

た
の

は

 
で

あ
り

、

今
回

取
り

上

げ
る

　

玉

里

本
も、

こ

の

 
（
「

張
竹
坡
批

評
本
し

全

百
回

を

抄
写
し

、

そ
こ

　

に

訓

点
及
び

注

を
施
し

た

も
の

で

あ
る

。

〔
5
）

遠
山

荷
塘

に

関
し

て

は
、

石
崎

又

造
『

近
代
日

本
に

於
け

る

支
那

　

俗
語

文

学
史
』

（
清
水
弘

文
堂
書
房
一

九
六

七
）
、

青
木
正

児
「

伝

奇
小

　

説
を

講
じ

月

琴
を

善
し
た

る

遠

山
荷

塘
が

伝
の

箋
」

（
『

青
木
正

児
全

集
』

　

第
二

巻

　
春

秋
堂
一

九

七

〇
）

、

山
口

剛

，
荷
塘

印

影
」
（
『

山
口

剛
著

　

作

集
一

第
六

巻

　
中
央
公

論
社
一

九

七
二
）
、

岩
城
秀

夫
「

僧
一

圭

と

　

亀
井

昭

陽
」

（
『

森
三

樹
三

郎

博
士

頌
寿

記

念
東
洋

学
論
集
』

朋

友

書
店

　
、

九
七

九
）

、

徳
出
武

「

遠
山

荷
塘
と
広

瀬
淡
窓
・

亀

井

昭

陽
」
（
『

江

　

戸

漢
学
の

世
界
』

ぺ

り
か

ん

社
一

九
九

〇
）

等
が

あ
る

。

こ

れ
ら

を

参

　

照
し

た
。

（
6
）

こ

の

点
に

関
し

て

は
、

井
上

泰
山
「

高
階
正

巽
訳

『

金

瓶
梅
』

覚

　

書
」

（一

中
国

俗

文

学
研

究
」

11
、

　一

九

九
三

↓

『

中

国

近

世
戯
曲

小

　

説

論
集
』

関
西

大
学

出
版
部
二

〇
〇

四
）

に

お
い

て

も、
一

，

荷
塘
が

『

金

　

瓶

梅
』

の

会

読
に

加
わ

っ

て

い

た

時

期
を

特
定

す
る

こ

と

は
困

難
で

あ

　

る

が
、

筆

者
の

推

測
に

よ

れ
ば

、

そ

れ
は

意
外

に
短
い

期

間
で

は

な
か

　
っ

た

か

と

思
わ

れ
る

。

か

く

推
定
す
る

理
由

は
、

本

書
に

お
い

て

荷
塘

　
の

号
で

あ
る

｝

圭
L

又

は

二

圭
」

の

名
が

記
さ
れ

た
全

十
七

箇
所
の

　

う
ち
、

抄

写
年

代
を

特
定
で

き
る

も
の

が

四

箇
所
（
十
三

回
・

二

十
五

　

回
・

二

十
九
回

二
二

十
六

回）

あ
り

、

そ
の

い

ず
れ

も
が

文

政
十
一

年

　

に

偏
っ

て

い

る
こ

と

に
よ

る
。

」

と

指
摘
さ

れ

る
。

（

7
）

後
半

は
注

や

書

き

込
み

が

極
端
に

減
少

す

る。

ま

た

量

的
な

違
い

　

の

み

な

ら

ず、

質
的
な

違
い

も
見
い

だ
せ

る．．

（

8
）

『

荻

生

徂
徠
全

集
』

第
五

巻
（
河
出
書
房

新
社
　

九

七
七
）

所
収
の

　

も
の

に

拠
る

。

（
9
）

『

唐
話
類
纂
』

『

唐
話

纂
要
』

『

唐
話
便
用
』

『

唐
話

便
覧
』

『

唐

話
雅

　

俗
語
類
』

（
い

ず
れ
も

『

唐
話
辞

書
類

集
』

汲

古
書
院
一

九
六

九

所
収）

　

な
ど
が

あ
る

。

（
10
）

『

日

本
随

筆
大

成
』

第
二

期
第
七

巻
（
吉
川

弘
文
館
．

九

七

四
）

所

　

収
の

も
の

に
拠

る
．

（
11
）

日

本
古
典

文

学
大

系
96
『

近
世
随

想
集
』

（
岩
波
書

店
一

九
六

五
）

　

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（
12
）
『

唐
話

辞
書

類

集
』

第
一

巻

（
汲

占
書

院
一

九
六

九
）

解
説
部

分。

（
13
）

い

ず
れ

も
『

唐
話
辞

書
類
集
』

（
汲

古
書
院
一

九

六

九
）

所

収
。

（
14
）

こ

の

点

に

関
し

て

は
、

「
江
戸

時

代
の

『

金

瓶
梅
』

」

（
『

ア

ジ

ア

遊

　

学
一

〇
五

　
特

集
：

日

本
庶

民
文
芸
と

中
国
』

二

〇
〇
七
）

で

も

指
摘

　

し
た

。

＊

本
稿
は

平

成
ニ

モ
］

年

度
文

部
科

学
省

科

学
研
究

費

補
助

金
〔
特
定

領

域
研
究
）

の

交

付

を

受
け

た

研
究

成
果
の
一

部
で

あ

る、

ま

た
、

鹿

児
島

大

学
付

属

図

書
館
に

は
、

玉

里

本
全

文

複
写

の

便
宜

を
与
え

て

い

た

だ

い

た
。

こ

こ

に

感
謝
の

音
心

を
表
し

た

い
。
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【

衷
1

】

　

★

…

遠

山
荷

塘
と

の

関
係

が

窺
え

る

回

☆

…

喜

多

村
箔
庭

の

発

言
が

見

ら

れ

る

回

回

年

号

四

暦

署

名

9
　（
像

半
）

450

文

政

十

丁

亥

年

九

月

　（

二

十

二

歳
）

一

G 。

蟷
＼

 

鉛

汞

樓
　
〔

金

瀝

生
）
　

主

人
　
　

寫

之

1

鉛

汞

褸

主

人
　
（

金

瀝

生
）

寫

於

木

犀

花

陰

り」

文

政

十
一

年

戊

子

稔

正

月

二

十

几

大

一
。゚

卜。

°。

＼

て

さ

鉛

汞

樓

金

瀝

高

階

正

巽

子

正

3

鉛

瀕

樓
　〔

金

瀝
）
　
ギ

人

寫

之

4

鉛

頸

樓
　〔

金

瀝

生
）

主

人

寫

之

5

★

6

鉛

汞

僂
　
（

金

瀝

生
）

主

人

寫

r
薔

薇

架

下

10

鉛

汞

褸

主

人

寫

n

時．

文

政

十
　一
　

土
　
口

兀

鼠

二
冖
月冖
甜
佼

亠

ハ

一
G。

卜。

 

こ
＼

揺

鉛

汞

樓

圭

入

寫

之

12

文

政

十
一

年

戊

子

三

月

初
一
、

天

一

゜。

紬

G。

＼

ω

＼

ト っ

鉛

瀬

樓

主

人
　
　

正

巽

寫

之

13

★

文

政

卜
一

、

土

兄

鼠

一
Q 。

卜oQ

。

鉛

汞

樓

主

人
、

娶

了

無

情

的

不

芸

底

女
、

害

房

罷
、

禁

秩

紡
、

暇

寫

之

14

鉛

汞

軒

主

人

忍

害

目

疾

而

寫

之

15

文

政

レ
一

戊

子

歳

三

月

十

三

天

午

間

一
 

N

 

こ
＼

一

ω

鉛

汞

軒

主

人

害

眼

裡

抄

寫

16

★

鉛

汞

軒

主

人

謄

之

17

鉛

汞

軒

主

人

謄

18

☆

鉛

汞

軒

主

人

抄

20

鉛

汞

軒
　
　
高

階

正

巽

予

正

　
　

謄

21

文

政

十
一

上

兄

鼠

六

月

二

日

冖

G。

卜。

G。

＼

 

＼

卜 。

鉛

汞

軒

主

人

謄

之
・
　
　
．

寫

了

臨

田

褸

土

24

鉛

汞

樓

主

人

抖

撤

精

神

謄
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訓

鉛

汞

閣

主

人

謄

之

74

鉛

汞

樓

主

人

寫

60

鉛

汞

山

人
　
　

原

田

正

巽

寫

之

87

文

政

十
一

戊

子

年

七

月

念

八

日

一

。゚

N
°。

＼

→

こ
゜。

鉛

汞

陳

人

抄

寫

55

鉛

汞

道

人

高

正

巽

譯

56

鉛

汞

道

入
　
　

高

正

巽

譯

57

文

政

十
一

戊

子

歳

八

月

十

日

一

c。

卜。

G。

＼

°。

＼

；

鉛

汞

陳

人

譯

25

★

文

政

十
一

戊

子

稔

十
】

月

八

日

一

G。

卜 。

°。

こ
ド

＼

G。

鉛

汞

陳

人

正

巽

譯

26

★

荷

塘
．

圭

門

人

鉛

汞

陳

人

高

階

正

巽

譯

2829

☆

文

政

十
一

上

兄

鼠

歳

十
一

月

十

二

H［

黄

昏

時

分

一

〇。

卜。

c。

＼

＝
＼

戞

鉛

汞

陳

人

正

巽

譯

30

鉛

汞

陳

人

譯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
コ　　

ー

31

★

江

戸

青

山
　

　

鉛

汞

陳

人

正

巽

譯

32

★

鉛

汞

陳

人

譯

33

★

☆

荷

塘

圭

上

人

門

葉

　
　

鉛

汞

陳

人

正

巽

　
　
譯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー　　　　　　
ー　　　　　　　
｝

34

鉛

汞

陳

人

正

巽

譯

35

★

江

戸

青

山

鉛

汞

陳

人

譯

36

★

文

政

十
一

戊

子

歳

十

二

月

九

日

一

゜。

障

 

こ
N

こ

鉛
、

汞

陳

入

譯

37

☆

江

戸

青

山
　
　

鉛

汞

陳

人

譯

38

★

荷

塘
一

圭

禪

闍

●

　
n

門

＋

黎
凵

門

人

鉛

汞

陳

人

譯

39

★

圭

上

人

的

子

鉛

汞

陳

人

譯

47

文

政

歳

巳

丑

春

上
．
兀

日

一

゜。

卜。

¢

＼

て

ヨ

鉛

汞

陳

人

譯

48

金

水

山

人

鉛

汞

高

正

巽

譯

文

40

江

戸
主

鬥

山
　

　

鉛
瓢
水

山冖

人

譯
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41

青

耶

魔
　

鉛

汞

山

人

譯

42

★

青

山

　

鉛

汞

山

入

譯

43

東

都
　

　
阿

活

牙

麻
　
　
鉛

汞

間

人

譯

44

江

戸
圭

目

山

閑

漢r
　

　

鉛

項

呆

人

譯

45

江

戸

青

山
　

鉛

汞

閑

人

譯

46

江

戸

阿

遠

耶

魔
　
　

鉛

汞

山

人

譯

61

文

政

十

二

土

弟

牛

歳

六

月

十

五

日

一
゜。

帥

 

＼

 

＼

軻

江

戸

青

山
　
　

鉛

求

陳

人

高

階

正

巽

子

止

譯

62

文

政

十

二

己

丑

年

八

月

十
一

日

一
G。

笛

O
＼

G。

＼

＝

江

戸

　
　

鉛

汞

山

人

高

階

正

巽

譯

63

天

保

二

年

辛

卯

六

月

四

日

一
G 。

鱆

 
訟

鉛

汞

譯

64

天

保
、

一

年

辛

卯

六

月
　（

初

七

〜

初

八
）

一
゜。

ω

｝
＼

 

＼

→

〜

°。

鉛

汞

譯

66

天

保

二

年

龍

飛

辛

卯

六

月

　（

初

八

〜

初

九
∀

一
G。

ω

一
＼

 

＼

°。

〜
 

鉛

汞

譯

65

天

保

二

年

辛

卯

八

月

四

日

一
 

 

一
＼

°。

誌

鉛

汞

譯

70

天

保

二

年

八

月

二

十

日

一

゜。

ω

一
＼

°。

こ
O

鉛

汞

譯

71

天

保

二

年

辛

卯

年

八

月
＝ ．

十

日

一
G。

蕈
＼

°。

こ
O

鉛

汞

譯

72

天

保

二

年

辛

卯

年

九

月

四

日

一

。゚

ω

一
＼

婚

こ

鉛

汞

譯

73

天

保

二

年

辛

卯

九

月

十

八

日

一
。゚

°。

一

こ
こ
゜。

鉛

汞

譯

67

天

保

二

年

辛

卯

九

月

二

十

九

目

一
。゚

ω

一
＼

O
＼

鱒

O

鉛

汞

譯

68

天

保

二

年

辛

卯

十

月

念

四

日

尸
。゚

ご
＼

ε

こ
心

鉛

汞

譯

69

天

保

二

金

弟

免

稔

上

無

月

念

六

目

一
。゚

ω

囲
＼

；

こ
m

鉛

汞

譯

77

天

保

辛

卯

十
一

月

二

日

一

c。

鍍
＼

口
＼

トっ

鉛

汞

譯

76

天

保

二

年

辛

卯

年

十
一

月

七

日

一
゜。

ご
＼

＝
＼

¶

鉛

汞

頗

羅

堕

正

巽

譯

78

天

保

二

辛

卯

年

十
】

月

十

七

日

一

゜。

ω

て

＝
＼

二

鉛

汞

頗

羅

堕

正

巽

子

止

譯

75

天

保

二

年

辛

卯

年

十

二

月

二

日

一
G。

ω

一

こ
国

こ

鉛

汞

譯

80

鉛

汞

譯
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鍵

天

保

二

金

弟

兔

歳

十

二

月

中

二

日

一

G。

ご
＼

口
＼

卜。

N

江

戸

青

山

穏

田

　

鉛

汞

主

人

譯

81

天

保

三

水

兄

龍

兒

歳

新

正

月

念

「

日

一

 

器
＼

一

＼

髭

江

戸

頗

羅

堕

鉛

汞

主

人

82

江

戸

青

山

　

頗

羅

堕

鉛

汞

譯

83

天

保

三

水

兄

龍

歳

二

月

十

五

日

一

G。

ω

N
＼

卜。

＼

額

青

山
　

頗

羅

堕

鉛

汞

主

人

譯

85

天

保

三

壬

辰

年

二

月

十

七

日

一

G。

謡
＼

卜。

こ
→

青

山
　

頗

羅

堕

鉛

汞

譯

86

天

保

三

壬

辰

年

二

月

念

三

日

一

G。

ω

い。

＼

卜。

＼

N
し 。

青

山
　

頗

羅

堕

鉛

汞

主

人

譯

89

天

保
＝ ．

壬

辰

年

二

月

念

五

日

一

゜。

器
＼

N

＼

い 。

 

青

山
　
　

頗

羅

堕

鉛

項

主

人

譯

90

天

保
＝ ．

壬

辰

年

二

月

念

八

日

一

 

も。

卜。

＼

卜。

＼

卜。

 

鉛

汞

主

人

譯

88

天

保
＝ ．

壬

辰

年

三

月

七

日

一

〇。

ω

ひ。

こ
丶
心

江

戸
主
目

山
　

　

鉛

汞

主

−

八

理

吽

93

天

保

三

龍

飛

壬

辰
、

　
三

月

清

明

佳

節

尸
゜。

°。

匹⊃

＼

ω

（
清

明
）

江

尸

青

山

　

頗

羅

堕

鉛

汞

主

人

譯

98

天

保

三

壬

辰

年

三

月

十

四

日

一

゜。

も。

N

こ
＼

＝

江

戸

書
口

山
四
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